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「縮小の時代を生き残る企業（経営者）とは」
～時代認識を高め、なくてはならない企業をめざそう～

▼
今
月
の
記
事
で
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す

が
、今
年
の
10
月
か
ら
い
よ
い
よ「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。国
や
地
方
自

治
体
が
国
民
一
人
一
人
の
社
会
保
障
や
徴
税

デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
が
、実
施
に
当
た
っ
て
は
企
業
の
負
担
が

発
生
し
ま
す
。特
に
、そ
の
漏
え
い
防
止
管

理
で
は「
個
人
情
報
保
護
法
」よ
り
も
罰
則

の
重
い「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」が
適
用
さ
れ
ま

す
。「
個
人
情
報
保
護
法
」が
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
小
規
模
事
業
者
に
も「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
」は
適
用
さ
れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。一
方
、企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
言
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
海
外

で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、企
業
に
よ
る
社
員

個
人
の「
確
定
申
告
」代
行
な
ど
、本
来
行

政
が
行
う
べ
き
業
務
を
企
業
に
代
行
さ
せ

る
風
土
の
あ
る
日
本
で
す
が
、そ
ろ
そ
ろ
中

小
企
業
の
側
も
声
を
上
げ
る
べ
き
時
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
欧
州
同

様
に
、中
小
企
業
の
保
護・育
成
に
努
力
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
で
は
、こ
の
よ
う

な
規
制
への
対
応
で
中
小
企
業
は
大
企
業
に

比
べ
て
従
業
員
一
人
当
た
り
1.4
倍
の
コ
ス
ト

負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
言
う
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。中
同
協
で
は
さ
っ
そ
く
延
期
と

負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
一
読
を
お

勧
め
し
ま
す
。

D
oyu N

ow

滋賀でいちばん大切にしたい会社認定
地
域
の
危
機
〈
見
え
る
未
来
〉

　

松
井
氏
は
ま
ず
、地
域
が
„
縮
小

の
時
代
“
に
入
っ
た
こ
と
を
強
調
さ

れ
ま
す
。滋
賀
県
で
も
昨
年
あ
た

り
か
ら
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、日

本
全
体
で
は
30
万
人
弱
の
減
少
で

す
が
、今
後
は
さ
ら
に
減
少
の
ペ
ー
ス

が
速
ま
り
年
間
60
万
人
程
度
の
減

少
に
な
っ
て
い
く
と
も
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。人
口
減
少
は
新
生
児
や
、

若
い
世
代
に
顕
著
に
表
れ
る
た
め
、

平
均
年
齢
の
高
齢
化
も
同
時
に
急

速
に
進
行
し
て
行
き
ま
す
。こ
れ

は
、私
た
ち
中
小
企
業
に
と
っ
て
極

め
て
大
き
な
環
境
変
化
に
な
り
ま

す
。同
じ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
だ
け
で
は
、間
違
い
な
く
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
売
り
上
げ
の
量

が
減
っ
て
し
ま
う
事
に
な
り
ま
す
。

（
工
夫
次
第
で
は
金
額
の
減
少
は
押

さ
え
る
こ
と
も
可
能
）ま
た
こ
の
流

れ
を
変
え
る
に
は
相
当
思
い
切
っ
た

政
策
の
変
更
が
必
要
で
す
が
、今
の

日
本
の
政
治
に
は
無
理
と
考
え
る

方
が
正
し
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
崩
壊

　
一
方
で
世
界
で
は「
爆
発
」と
も

言
わ
れ
る
人
口
増
、ま
た
途
上
国
で

の
経
済
成
長
に
よ
る
購
買
力
の
拡

大
が
あ
り
、大
企
業
を
中
心
に
、こ

れ
ら
の
国
に
販
路
や
生
産
拠
点
を

求
め
て
い
く「
空
洞
化
」現
象
も
定

着
し
つつ
あ
り
ま
す
。こ
の
結
果「
円

安
」と
い
う
本
来
、輸
出
増
の
要
因

に
な
る
は
ず
の
為
替
変
動
が
あ
っ
て

も
、国
内
の
生
産
は
伸
び
な
い
と
言

う
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
現
象
も
見

ら
れ
ま
す
。さ
ら
に「
技
術
」「
品

質
」な
ど
日
本
の
強
み
も
、途
上
国

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。さ
ら
に「
低
価
格
」「
大
量
生

産
」圧
力
の
前
に
必
ず
し
も
、圧
倒

的
強
み
と
は
な
り
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
国
内
の
中
小
製
造

業
の
経
営
環
境
は
か
つ
て
な
く
悪
化

し
て
い
ま
す
。前
述
の
人
口
減
少
、

高
齢
化
と
も
相
ま
っ
て
、こ
れ
ま
で

の
仕
事
だ
け
で
は
成
り
立
っ
て
行
か

な
い
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
の

追
求
の
時
代
へ
〈
見
え
な
い
未
来
〉

 

「
モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か

さ
」へ
と
言
い
ま
す
が
、実
は「
心
の

豊
か
さ
」を
満
た
す
た
め
に
何
が
必

要
か
は
、消
費
者
本
人
も
わ
か
ら
な

い
と
言
う
事
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ま

た
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
こ
と
も
重

要
で
し
ょ
う
。こ
の
点
、地
域
や
消
費

者
に
密
着
し
、機
敏
な
対
応
が
可
能

な
中
小
企
業
こ
そ
、そ
の
価
値
変
化

対
応
の
担
い
手
だ
と
言
え
ま
す
。経

営
者・社
員
が一体
と
な
っ
て
消
費
者

の
声
や
行
動
を
良
く
研
究
し
、可
能

性
の
あ
る
新
商
品
、新
サ
ー
ビ
ス
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
生
み
出
し
て
行
く
努

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

時
代
の
流
れ

　

高
齢
化
を
別
の
面
か
ら
み
る
と
、

消
費
の
主
体
、経
済
の
主
役
が
高
齢

者
に
な
る
と
い
う
事
で
す
。住
宅
も

新
築
で
は
な
く
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
が

中
心
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。ま
た

「
買
い
物
難
民
」と
言
わ
れ
る
よ
う

に「
買
に
来
る
」か
ら「
届
け
る
」も

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。60
歳
以
上
で
は
近
く
で
買

い
た
い
と
言
う
人
が
80
％
以
上
に
な

り
ま
す
。地
域
の
小
売
業
復
活
の

チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。要
介

護
者
の
増
加
と
ペ
ア
に
な
っ
て
健
康

対
応
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
生
活
支
援
業

や
暮
ら
し
支
援
業
と
言
っ
た
ド
メ
イ

ン
に
自
社
を
再
定
義
し
て
み
る
こ
と

も
必
要
で
し
ょ
う
。（
松
井
氏
は
、こ

の
後
そ
の
よ
う
な
企
業
の
変
革
を

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
同
友
会

運
動
の
意
義・役
割
を
強
調
さ
れ
、

多
く
の
具
体
的
実
践
事
例
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

滋賀同友会第37回定時総会記念講演  2015年４月24日
中小企業家同友会全国協議会・専務幹事：松井清充

４
月
に
開
催
さ
れ
た
滋
賀
同
友
会
第
37
回
定
時
総
会
で
の

松
井
清
充
中
同
協
専
務
幹
事
の
講
演
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自民党国会議員の皆様と
懇談会を行いました
マイナンバー制度について
縮小の時代を生き残る企業
（経営者）とは

8
2015 August

第37定時回総会

国会議員からのご報告

来賓ご挨拶　
福永忠克県商工観光労働部部長

松井清允中同協専務幹事の講演

松井清充中同協専務幹事  講演

来賓ご挨拶　
小椋正清東近江市市長

自民党国会議員との懇談会
日常の買い物 近くで済ませたい？

違う、どちらとも
近くで
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滋
賀
同
友
会
理
事
会
と
自
由

民
主
党
国
会
議
員
様
と
の
初
め
て

の
懇
談
会
が
、５
月
８
日（
金
）午

後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
ク
サ
ツ
エ

ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
由
民
主
党
か
ら
は
、衆
議
院

議
員
の
上
野
賢
一
郎
様
、武
村
展

英
様
、武
藤
貴
也
議
員
秘
書
の
石

橋
広
行
様
、参
議
院
議
員
の
二
之

湯
武
史
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

同
友
会
理
事
１
７
名
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

蔭
山
孝
夫
代
表
理
事
よ
り「
私

ど
も
は
中
小
企
業
憲
章
の
精
神
を

い
か
し
、中
小
企
業
を
主
役
に
し

た
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め

に
、県
で
は
中
小
企
業
活
性
化
条

例
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
す
る

産
業
振
興
会
議
の
設
置
、市
町
で

の
条
例
制
定
を
県
行
政
に
要
請
し

て
い
ま
す
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
現
状

は
都
市
部
と
大
手
企
業
の
景
気
回

復
と
地
域
と
中
小
企
業
の
格
差
の

拡
大
で
す
。川
上
が
潤
え
ば
川
下

も
良
く
な
る
と
言
う
経
済
政
策

だ
け
で
は
、地
域
は
良
く
な
り
ま

せ
ん
。地
域
の
再
生
を
担
う
中
小

企
業
の
元
気
を
引
き
出
す
産
業

政
策
を
、一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
」と
挨
拶
。こ
の
あ
と
、参

加
の
議
員
様
、秘
書
様
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
様
か
ら
は
、中
小
企

業・小
規
模
事
業
に
使
い
や
す
い
補

助
金
メ
ニュ
ー
の
紹
介
、滋
賀
県
の

市
町
で
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制

定
を
す
す
め
る
た
め
に
議
員
対
象

の
勉
強
会
を
行
う
、小
規
模
企
業

と
伴
走
型
の
経
営
課
題
解
決
が
出

来
る
制
度
の
活
用
、外
国
人
観
光

客
の
獲
得
等
に
つい
て
ご
紹
介
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
理
事
か
ら
は
、「
公
共
事

業
予
算
が
増
え
て
も
人
材
不
足
で

仕
事
が
出
来
な
い
」「
消
費
増
税
の

影
響
で
民
需
は
大
き
く
停
滞
」

「
所
得
格
差
が
拡
大
し
賃
貸
ア

パ
ー
ト
申
込
者
は
か
な
り
の
比
率

で
生
活
保
護
の
受
給
者
」「
大
企

業
か
ら
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
期
待

で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、大
企
業
の
採

用
拡
大
で
新
卒
学
生
の
採
用
が
一

気
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
」「
中
小

企
業
が
社
会
の
主
役
で
あ
る
と
い

う
精
神
を
国
民
的
合
意
に
し
な

け
れ
ば
、い
く
ら
補
助
金
を
出
し

て
も
中
小
企
業
は
良
く
な
ら
な

い
」「
多
く
の
小
規
模
製
造
業
は
、

円
安
は
逆
風
、株
高
な
ど
他
人

事
」「
中
小
企
業
の
人
材
不
足
は

深
刻
。外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
規
制
を
中
小
企
業
向
け
に
は
緩

和
し
て
ほ
し
い
」「
日
本
独
自
の
商

習
慣
で
あ
る
大
企
業
か
ら
の„
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
“を
世
界
標
準
に
し
て
無

く
す
よ
う
に
指
導
を
」「
中
小
企

業
振
興
は
補
助
金
あ
り
き
で
は
な

く
、行
政
と
企
業
が
向
き
合
い
継

続
し
て
意
見
交
換
し
、相
互
信
頼

の
も
と
で
施
策
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
事
」「
若
く
て
意
欲

的
な
行
政
マ
ン
と
、地
域
づ
く
り
に

熱
い
思
い
を
持
つ
経
営
者
、そ
し
て

専
門
知
識
の
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
揃
わ
な
い
と
中
小
企
業
振

興
は
前
に
進
ま
な
い
」「
戦
後
中
小

企
業
は
努
力
し
て
地
域
の
復
興
を

担
い
、利
益
も
出
し
て
雇
用
を
担
っ

て
き
た
。い
ま
は
努
力
し
て
も
利

益
が
出
し
に
く
い
環
境
。そ
の
上

に
中
小
企
業
の
経
営
努
力
に
水
を

差
す
外
形
標
準
課
税
の
適
用
拡

大
は
も
っ
て
の
ほ
か
。我
々
の
経
営

努
力
の
邪
魔
だ
け
は
し
て
欲
し
く

な
い
」な
ど
、多
く
の
意
見
が
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
で
も
前
半
の

懇
談
会
に
引
き
続
き
、さ
ら
に

突
っ
込
ん
だ
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

マイナンバー（個人番号）とは？
　平成２７年１０月から住民票を有するすべての方に
順次通知される１２桁の番号です。
　※住民票の住所に簡易書留で通知されます。
　通知されたマイナンバーは、平成２８年１月から
　・年金、医療、介護保険などの社会保障分野
　・税務署等に提出する書類の記載などの税分野
　・防災、災害対策に関する役所関係の事務などの
　　災害対策分野
で利用されることになります。
　パート・アルバイトを含む従業員を雇用している民間
事業者が対象です。法人だけでなく、個人事業主も対
象になります。社会保障や税の手続きでマイナンバー
を利用することになります。

マイナンバーの取り扱いについて
　事業者は、源泉徴収票などへマイナンバーを記載
することになります。そのため、従業員やその家族から
マイナンバーを提供してもらう必要が出てきます。支払
調書の提出にも利用するため、報酬を支払った税理
士や社労士といった従業員以外の社外の方のマイナ
ンバーも取り扱う場合があります。

事業者が注意すべき９つのポイント
１．税や社会保険の書類の様式が変わり、マイナン
バーの記載欄が追加されます。

２．最新の様式は国税庁や厚生労働省のホームページ
のマイナンバー特設サイトなどで確認してください。

３．会計ソフトを利用している場合には、マイナンバーに
対応しているかどうかを確認してください。もしも、対
応していなければ、対応ソフトに更新するか、場合
によっては手書き対応することも検討してください。

４．マイナンバーを取得する際には、あらかじめ利用目
的を特定して通知または公表することが必要です。
　【利用目的の特定例】
　・源泉徴収票作成事務・雇用保険届出事務  など
　【通知または公表例】
　・社内メール等で通知・就業規則への記載  など
５．本人確認はなりすまし防止のためにマイナンバーの
確認と身元確認を行ってください。特に、謝金や報

酬などの支払いがある社外の方の本人確認（※）は
より厳格に行ってください。本人確認の具体的な方
法は、あらかじめ検討して、準備しておく必要があり
ます。
※身元確認は運転免許証やパスポートで行っていくことにな
ります。これらがない場合、健康保険証と年金手帳など、
二つ以上の書類提示が必要です。

※従業員など雇用関係にある場合等、人違いでないことが
明らかであれば身元確認は要しません。

６．マイナンバーを従業員番号として利用することは、
仮に従業員本人が同意しても禁止されている行為
です。

７．従業員が退職するなどして税や社会保険の手続き
でマイナンバーを使わなくなり、法令で定められた保
存期間を経過した場合は、マイナンバーを廃棄また
は削除してください。復元できないようにシュレッダー
で廃棄する等、廃棄や削除の具体的な方法は、あ
らかじめ検討して、準備しておく必要があります。

８．電子データではなく、マイナンバーが記載された書
類等を紙で管理する場合には、施錠できるキャビ
ネット等に保管するといった安全管理措置が求めら
れます。

９．パソコンで管理する場合には、ウイルス対策ソフトの
導入及び最新バージョンへの更新はもちろん、パソ
コンにアクセスするためのパスワード設定も徹底し
てください。なお、パスワードは固定化することなく、
定期的に見直す等の工夫も必要です。

　マイナンバー対策については、まずは御社の事業
内容や規模に応じた現実的な対応を検討することか
らスタートしてください。この１０月には、各従業員にマイ
ナンバーが記載された通知カードが配布されます。来
年１月からは利用が始まります。事業者に残された準
備時間はあまりありません。マイナンバー対策を後回し
にすることなく、優先順位を上げて取り組んでもらいた
いと思います。

　マイナンバーに関しての相談は、共育委員会のマイ
ナンバー担当＠牧〔ｅ－人事（株）〕までお問合せくだ
さい。
ｅ－人事（株）  ＴＥＬ：０７７－５３２－１１１７
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自民党国会議員の
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行いました

マイナンバー制度が始まります

「2016年度 滋賀県に対する中小企業家の
要望と提案」へ皆様の声を募集しています。
中小企業や地域経済を元気にするために
「これは必要だ」という制度や施策を事務局
（担当：廣瀬）までお寄せ下さい。ヒアリングに
も伺います。
TEL 077（561）5333　FAX 077（561）5334
メール　jimu@shiga.doyu.jp

【中小企業のためのマイナンバー講座】


